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l). :f" (J)痺 い所で，湛荒狂 0)沿 面 下 39三 匂け、 しか 予． 瞑 ゃ 月》や粘土

なと ” がりなってい て 、 下 流 致 i：：：稔いてぼ翌ヒぢ‘斑ホとかあ るいば腔 ホ舟

なヒ‘‘ を合疋‘谷在平野(]; 沖裾国 の珪 租朕照から 墾臨 をなす汁 三紀 届 の 3 - •

4回の経起と段 丘勅灰、そ の後(̀J)町下によーる透．K翌入、 汗 函甦 〇淮 忌、

万流 囲 で の潟頭 の 形 成 、 そ の 記の怪か 苺 罹 記 な ビ の 地 いも姿が一知がか訊 汽

の 余 飾 ヒ Lて 用 え ら 丑 だと

2) 次 (j)よラ な 四地翌と水綺、将に PH、と。国に 、旧密栢 な 熙椋 の あ ろご

ヒを知 →だっ

＂丘 阻 J::.~ 志位段丘 9) 四函中 i：： 玲;¾ Lた も 9。 I-'H5.gず庄私的

i：：弓 ＜．酸見を 示 ．してし＼ろ 。

2 " 丘応： ：菩 L芸し℃芹 憑 習 I：：蔀わ況忙粒段 丘 3度 ．邑中 に消 水し た

モ{J). !)ピ同牒 PH15".8 1J環＜即牲 ' 

3 汗礫層中 に秤 水 したも (J)• { :. =五PH砂 6、8註 I)中 世 に・召 l1。
fr. 

4 沖 三紀眉 中に 帯水 Lた毛の， P!,!'7.0～匹6で、 中牲～77!L力 l」杜

3)人縣叫9"(J)な し＼ と 再 え ら社ろ 井戸 iこ 7 いて 見 る・ヒ洒栽己夜の 、註 iヽ

方 （深 t＼井 F)1：： Uと合有董！3芍〈茜し1方 i：： JJ>L¥こと古 函 か 1：： し た 。

4) Fぶ の 色右星 や遠逸尼使甲割合弓芽菜平野 1：：：極のて芍 l¥こと 在申かに

した。

御莉使川脱状地 に於けみ緊慈に荒 11て

]. 他Eい決定

音 柳甲子男

も [jJW 版に源を ・染した府直使 1 11• は 山 菰深 〈亥1l み込んだ V 宕 fクの 谷召筋

成 し之ボ西 山山版 から甲肉 盆四＝査出 する拍 1こ ：K 煙族后蔀販虹互 •5カ扱‘ L
を 之 が卸 莉使 l11前獣地でいりで-{!¥俎頃］梗 iII茄 状苅円穎斜が制合に大

で あ る語亡 岡面吾，こ 押 出す玲珠の藷ほ 戻大で谷 ntl:lロ よ il坂射戒1=：鐸

しi題沢 痘 炉汲国し励訳迎の広で約四十呑粁椀状 ば穴 料 につ 1̀：て一 ・五 D

米 ())~lj 1l傾斜を 有 して 巴 ろ。こ())隊獣即ぱ壺罰 lfl(j)畏他 1ごよって租サ（り

ホ 拙 ほ侍細世と Lて終 り肪 形的には未洲の如 くなる も之 ぼ 腺状地 (J)iい代

からす＊tはぽせ 戯 央祢 l2柏当寸否二とがわかる 。 固iわ局 函 角 野 から栗 方

に，ぱ完全尽る把勅 a:児言)-;:: t !~辻1 吋く んいが有舒 ガ‘ b 乗苺I テすに 引人殺ヒ亡
は笠＇令共 ．吝 約 形？：： :•ì .. : 4 、9；ン・＇＇ t:；硯 袂 ・の 存狂によってこ B号，かにー ・・る一）ヤ
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深る JJ) で初 否。即 ち的茫釜栞 IIIが’屯ー）と流祀を喋 7'fiご妾じて邑った呑！ら

ば 完全 なる踪欽期の発逹・£兒る二と が 出宗 た毛の ピ恕定 でれろ。て して

℃ぬ ．良腔崖は 1ヒ汚 し1) 野 ヰ息｝酎迅 1：：：於ては十禾 、俎 に 登．し南下寸~;：：稜ん~\

て0 南授 を 演 L` 蒟中叛村の御思＊ i:::.於 て 洪 宍 す る 浜から臣て毛前紀鰍沢

裔仁ゞ畏 飩 世 となって芭る誤毛悶つき tlす 否 .助<OIも ぎ膨 程 と親釈 古括 す

否 危 炊 地 1::i：：： 深、御戻り．邑田、田之 即、 囮 野 ．狂 尿 沫 、 飯 野 、 今 諏 訪

燈．痘申孫｀三恩 、恐田(])+ ＝ニ づ緊尭が柱営 I. て レ＼:=§ (J)で＇ある＝

2. 緊弟の 分布骸 祭及

既 鋭 窃；疇

御男）使 Ili視次 地に於

の分布を戻 否 ビ ー 児 雅

1，＼て奈衷愈迎や 栄 耶盆

る緊 恙 の・分布の如く竪

｀ぃぷ．伍細に 之包瑕

下に分オ

うに臣ら j,¥ろ 四六な

於いて ＼a-骰 に炭 ．恙 l'J

税に函迎形 に栢じ て 励

し て絞 錨 に 向 って 寂射

て る のであるが 当商

克 ~"'.:1= 十一 耳のヨIl 図

毘 ．， と森林の分布 が励

(J)方 向 l：： 勅 急 を中むヒ

に泣 匙！ ての‘固 ・1こ皿迎 や 要翠かヌ 同 救
.'ヽ、ノ／~ .

＇は、力布 を京tて いるっ ，卸 ち軒i記の 畏 紐座亡 国丑約 に‘庄 L‘’ た忽1谷 (JJ印壮を

表面ロ バ 笥tり見＇`て柘，土扇上に灰生 した辺溜掠もたと＂ると距中條 笥i

掘以 北' • i;::.-、 ヤ探を諮める 9 ：：： ヒが出禾否。郭 ちし l ）戸J応II(JJ 7旦夫 に ）前令l1

籾使 Illしう ）相野 一芭 々一屯視幽囲由涌野ー 百々ー上八田一徳 孜 t5）酉野

ー西 々一、広 久保一 徳 %.i.,6)涅野一呂々 的 田一曲野 0)jt方＼rr) 桓野一壮 4

叙一• 西 野一上令諏釣北方 (8) 有野·ー在家塚一碗訪阻社 0) 弗ーし9)莉舒~- l:: 

飯 寄 一狂家 践ー 上今 井- 下 今 打・Li切 ．l:.今井一領中保一御堀の殺 ・z;、あつ て，

森 祐の分 莉 ；1御莉硬 lllが粕し く・氾惹｝＂ iし た砂 認固 .1::I二 坊 廿 久 Lく 氾 灌

を唸必が．｀V在 咤i,:1こ器 ，ヒ l二ば 塚弟 が科在し て． レ`＼否 ．，沈： 1：： 豫豆恣屯氾．溺げ東ヒ固
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椋 に放射

〇つ く疇夕ll(J')角辰屯略々租等 Lいこヒ がわか否 3 '̀ F6 町 ・ '. ~ 

更に図表によフー［モわか弓収に痕射択の配引と岩交するよラ r.;iq J~ゞ 暉
咋線を謎元：~t ら ·=隷 (J) 交叉す る佑に逃半数の景もが立地 Lてい る。
更 1＝化〇珊匹{})談悉(f)懃急を概親するとすヽヽて禁村形思でぁブてせれ毛 ．

紅競抱万lご．兒らす1苓校な詞mの一挑召苺ち ＇ポ・フた 勅應 のものピ：a呉 l)相

当 I'こ穴京なし白嗅的姦も(])'こ J芸う てい否 之1可釜翠 Ill、中語原 1り繋 落．9n"慈，と
｀ ；・し 、 ・ク

宅全然異否 t、d)であ否。即く(!)~(］百村落切方行形想は果して 4閉仁よって·

埒定せられた tO:でiぁ召かにフし↓て双にのべる。

緊惑凸思 0)祭佃型
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御勅使 IIl靡疾抱｝二木だ 科禄． 玲かり白邑されていながフ・た以前在包えるヒ自

”にあ‘お五疇mu欧にプl、いて釘和嵌本の熊生すが翫：松．とい鈴ぬ

す ー、＇~き t. c1) ポ ，r~ ． く もし ろ ポ 1J ての固鼻を枚豹吠に 乱流す ぢ5洞 191 に逍つ ;9で投1 原

が分布し℃いたと思われる。最籾の洞柱語 1;;i:f.け入 を伐 1)あIす烈は穀．を払i
，.．, ・,・

• ・ --
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つて柱宅をモラけ｀ 、その固囲五囲墾 lて定任し た モのと恕われる c 二北．

」ま晒J:l=す一耳実測の陸涅IJ：：：：万分の一澗昭図 ．r4ヽ 笠原 j t：：あ らわ：れてい

る．忌れの分布を見て ．化．の感をつよくする t(])て`ある 。以下：：：： m抽図の中

からその一部をとり t:Iず←禄弟占局 (J) 屎泡翌に→ぃて箱 じて見だぃ~ ・・r 

登討の詞困_j 登村(])中の十五侑舌田の緊兎と森林と玄ホ↓たヒ⑫国を児

ると善通畑と極のて螢かな桑畑の地堕で1一見 Lて函瞭呑る妊lt...三つ (j)策

和 1等国扉＝分布しこ j,¥ ら(JJタト孵忠森林に敗囲 母れて［＾る。森林ヒ 緊落

と a}宙ほ和咽 とな・フてし＼る。タト稼 (JJ淋苅はヽや ゃ南 拓が す寸 叫狭 哀姦 痢

泄 1二よって分随さオしてし＼るガぐ、以前 lさおそ らく 完全なる麻林策をなし三

つの尿券曳又滋 林1二よつて分誼されて gったであろうが人口碧叫二祥つ

て詞拇l二咬礎を歴 t緊発国及外緑 ：；森林！二囲．拓 の 手 が‘ 呻 びた屯 (J) と思力

4i現在の様 な 景 暇 に至っ在が 、その 原侶型let林険問的なる毛 のから 入っ

在もの →ヒ鬼われる。

愛喀の発辻

御痢使HI 筋猷飽に於，1~ 緊楚しり発注につしヽて芦彦農すると、洲負攻ぴ罰

蝙⑦剖分 には耳くよ lj緊弟91秤注在兒たので あ る が 、 御 剌 使i!＼戯状期に
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g）釦ぎで栄：こ氾泣芍否をの応 、仲 、々 穴をな擬尭⑩発注を見るこ ・ヒgttl天毎

かつたの 7、あ町J即ち甲宅国史を浦く とー文 1ピ耳向訂）正和天皇 t干守苛Aべ）

1こゼつて、口落t9王！二 “ r 熙 咀ヽ野空 rg]地 五 も 町 歩か呑賜弓 .J の古手が‘(J)っ ．ふ、

て臣るっ郡ち粛 栢野と ！ミ菌の合する町t:¥．て現在 Q 涼刃祖舒の辺て｀命る

と序 え られ、景屯魚涙区杢つて 1a.L‘‘ のて平守臣代 1：：人が住．みつく．筏；？．な

っ鼻たので ．い•そ・ il i‘i前 1こ於ては即ち 飛・皮 病代 0I唸tの発 注 t；；、玩羅蒻の ン．

薄泉 91J把特1::六廿咆！など‘{J)緊怒が発柱 し 、 あ さやか笈る然里刷．窓しい瓦

町J ち房錨部 ·1•こ円奈志誇代の後期に緊賂の発生があ ． i] つ、、、い，て腐負詞口平

要時代江＇な， くて発注を見、水く八田卸牧と し9ヽ ゎ礼を収傷とし ・て・床 セ輝

即 ち 忠央部 m芯馬の産地として存在し lz/~、工胞の完拓 Id 次芹 ． Iこ廟央玄
笙食 lて緊洛 Cf).発 注 を系 L.、徴 Ill語代 1：：をフ て`在 （り、平 穏 I'叶ギ今到．士 9扱

興によつて 一経由筍ば速遣さ j,l 、こ ）！二秀1田・応名など屯発匡し．令白 虎る

が釦 き 合 布 を な可口至っを ・t、(})である。 ← • - t •一

宗ヒの肉捺 ヽ • ;•, ・・ ` 

t1)席 函部 JI涵村 磁魚兜 ， iヱ於：t 芯` • 印上水 、＇：翌宝吾足わダJ心丘： ；こ！き尽

0)琉水百索いをン従って緊差は流ポ叙 12沿つて ．印もゞ浪瓶勅癒を姦し．数 列

並行 ．して列状商慈 を な Lてし＼る。曲縮 B粕 田 ！3 ｀在 :Iピより乗弄liこ＇走 ろ 汲 i 

釈fr̀fJ)囲型的なモので、叙用水花 lsi-飯 野 釦 田 よ り 分 成 L村(])中央き流

才tて居る.こ の 流 路 を iclさんでヽ ．家屋 t芍粽釈i：：：：ならんで、囲る。． ‘ 

(2、国疇虹疇燦期笥□9l::水0)突乏期匝＇でヽ召＞る。向苺 h余、水．．乞 ••’• 

引ポしてこオI.を洒！Z貯湿して飲用 1ヱ洪し―々 3 暗つて翠殆曰湘召ー中恥‘、 K し・

て択迂 I) 、1怨 も 一つの迎の河吼 ／． 余米］ I叫詞‘河 氾．入 IJ測 Id.密屎し て緊

惹 ld.白 渫ヒ六きな 団憫的訪 ．態となる とせの曲記的 姦も 0) l3＇・ロ野村 lZ之因

莞る ｀命央の緊莞が‘が、る形蝶 i7．弓1つで理由として曰、テ［つ素和い）奈．

711=｛こ la氾濫 IZ対するポ防 0)季、 .,才9．三 1：： lさ 氾沼親をさけて粘士崩 Q ある

古臼在改‘〇) '・尼ごとなど‘1こよる毛 J、) 、む而弓。 r之＼‘,し ・杓Il 外として百田村~)\

田が｀あ~ C 2 Jぱ 迎下の粘土屈がきtLIたくり） 抑下水が‘容易 に 得1ン北る か薗i

令乞臨択して 巴 迂 してし、I,Qの-c，,t）胆翌式をと ，るが，` 臣阻 (J)令汀支召男点し ‘

て利界の制定1こ芭）し¥(})跡を掬り）る c

ぼ）畝謡 {JJ骰尭

飲科水ヒして芭えら北るモ (1)に は 地 上 水 と 地下 水` ヒ” ある 。加 水 13'せ

1J tll 肉色渤筋祁 ()) —腐 ·'む添 d7) 、梱 Iコ把下水区之を目つ。］であり、渤洲郭

ー帝 ば 、祢罰従 lil:1)、岱‘ヽ、流と徹、.la';堰(J)愛 町1ポ 1之よつて 生i的・な蒲k 在兒

ヽI
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翌知）発達モ茄紀パく 平

非に自 L¥時代か ら行カオl、ての形態モ非常

に豹美し 哨こ如固笑膝田．漉甲保等ば啄里

割 緊 弟 も見らii｀しヽが口口＝ 期．力 •巳比し

て早くより発琵しだかが‘弓かゞえる。

存 ぼ 兜iとの閑保

甲水乃は虻 の 抱方でば恩 t立ギ）と呼了，＼鼻

卸約使 lli(JJ奴と愛から秋 12かけて 因徳 税思

と •からそ rJ) '六罰カ ・左渤角の水門 から引き、上

迎 ．の源斜疇J フて ｀泥 々 放対疎択 •区引↓，＼て昂 、

も廟欲町は 、 ，ての特桓 姦雹水羨大 なる砂

瞭によって撰枢 せ ら 北ている 稚、も赤よ iJ

改沿l(/)奴 ビ`ういて屯一六肉顕て、、しばしな

約霰があ っ 在 o 親在喋村為野①焦野梱社が、

在もへ．a：校下二-t―け町村？励同ポ m・()）濶銀

守であっ，左 李から Lて屯 、:?:・(f)禍涙から'm

用 水 究 が 氾町2産 大 なる戻命を ;f§iLて i,¥.Tz 

て i~ e:厄の区 、 芍

悉

川

弁

語

原

慰

行

町

｀
 

.:・ -, 

飼

勅

迅

川

切

阪

地

一

野

杓

焼

中

絲

村

而

翻

勅

使

門

蜀

状

把

と
釜
熙
川
沖
泊
環
．
に
の
累
慈
肛
規
祖
比
咬
図
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戸‘が：•力澤 屯o ・(m．る。用年＝っの使⑲

左一 ~12 病して t濱。羽ち餃料オくと弔．＊ （ 

｀ ら ・ 班用 、 l "自 j ヒ て• あり、 化の ·胞哉 iz 於て
七勧籾 ・良 1n . {._n • 水 <r,· -~臣ては．当然．不足する用水を．酪．，登翌⑪洒 ~i2 ぷつ

て壺窟lりから ・・うし芍 ，

＃で＊叩~ ,,'f .を行弓弔ボ＼廿穴•更． 口この 用

ポはポ啜 ‘迎窟0井戸水仁までおよび、災区

は源衆亙こ召石刃大の要ク薯在 _;qI~ Lて．l.,¥歪

.‘ 翠戎 ・支叙科オ：として利用する瘍ら、 hぐぶ と ・“よl I;・ ！ 、 ・・

檄弼 t.0 発注 的凋係izは次の二 7 rJ)寺、が応．、

立．．・す 、る“匈ち 舜存 rn緊治を貢 t'，て用水茫を

誤←！る瘍3乞 用＊ 四：： ．迷 いて蛸 l，しI窯 ．粥 が`
tt.l ‘ ‘̀．ンみt- t , 

哭在する渇らど幻与えら1•I る · -沖・這 ．鯰

叩器誘釦り 深活腐 ・知部の変党なビで f 如3•.
只：•X 巧 ・閃 曲折とゆ弓幸 ．今ら兒こ ＇泥っ｀逍 ，か ．ら A と I＼田 D競中 ＇保

B下今スワ
次祈J．むffi:幻＜ 祖屯 文めた m螺えとすヽん．ガと c下今井． E加薗衷

9-
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汚 えら 札， 反対 巴象野釦田英 Ul珀田．邑I晩田 約田 ，下 石砂 彼永 なとU ！込桜岩の

代 炭 的 茂 モのとし て 芦えらポる。

z al節吠即上 IZおける緊速つゞ領斜 I：：対して紐，2長い毛①の 君 し＼の 13` 

道 把 IJ）影営と宍 i2用水格 g肉係に伴う屯 (J) •(• I 赤 る手は呪かであ多 。

交 逆 路と の閑係

J:図は 五万 71{j)一・皿形 墜 乞逃して表わし た 交過 屯でlあ る 。 一晃 廂然と

Lて巴るウ立」< -(,、あるが之 8分粕的 Iご眈め る ヒ 大 訟病吠地〇頌斜の内 も

t::: 定る屯 (JJ と之と垣女す~ t:Hl t;; i'II jb_¥ 1Il的哀 走危志 示す もの とピ 令 け ら 叶

即 くの約き交通塑は脱沢把型堕兒網ど和で、：‘きで、ある と席え ら:Hる。 z

tl)即方で＼ば吝時 vぅ西兎時代｀の瞭色往翌と 、和 鹿代‘の 田府 ．往稔 とが＇鹿えら

:ilる，これら二亦の王号父一品浜・で制 9 て荀 L 1.\ 栢利 Gj• 発 達 を里てし\~。

即ち啜侶往還 ，j;JI¥笠 魚、釈田 、 紐回粕田、 登 手 田 ． 危 屋町 、六科｀ 甲

府往 速 1ヱ於ける Ji＼団屎 攻び＇小笠浜粕田などで之北 らc)街 村 可ィ玉 裳 l：：可 ．そ

的 IZ 男 <(JJ衣 Z酌 せしある探 12託夕IIでれて巳るガ:中央絹げ） 囲避 l：：：拌 弓交

通里 u')致致 I3、乙斗1 らの柱口1を衰微：：：：←せ、今日屯その形短 {JJ &Lをy)"Z. L. 

甘殺．屯ー可和察否労 斗四同穴舒．分 隕祟 I二詭命 I ・r -~, 号f くの柏＜宍 過

路ば緊兇 のカ itiirlい焦 I~．非常 1之六きな窟報を持つて JI る之とが明かで• あろ ．

珊 市 と の 向釈

炸茫の切到 1)沢定な臣 ！：：於て 期形の 租昭 を の＼＂在・が今こ北を 明 1：：分れ

釦 2尭袈して毘 る。充 ァ万F.a-l2 z.の局釈熔の存盗 涼在 号iレ1て見 否ヒ ，威

陰 の酒野から沢 沈巨染南カ ・＼と f'lj渤頑から茄淵い、とゼ 0) it衡斜屯載じて

后 る 。 即 ち郎面 肩 野的む＄ ．隣科 i3= + •ヒ 分 0) 一（＝疫五 ?1. ) 扇洲加函哭

l2於て日亡十＝分(])- ｛く）度四十 入 分 ')にな つ て いう。

化の勅 炊 地 l°J、前 速しだ如く十 保 の氾茫練を邸ク 1号る程疫 墾 な多 氾葱 1-:

よ`つて庶領さオした把敗で1やる緑奥自． ．夜な＂ 9:t.素 モ 透 水 粧 の 砂怠 思 ヒ 、 うす

レ＼粘 1.局 (J)豆函かウ な 1j庭 l2血 下水は非常 ＼2深く叙料水 の芭 労 l'J.a;ら 1り

否 fタヒなーフて、緊弟 ；ヵ 令 和 訪 窟 及 び 発 達 1こ＇努醤互 及ぼ‘ し てレI．る o 及面湧

榮 12諏召ガをる北］ 凹 ば 前 記 (l)籾 栂と は 迂 に凡 1,-!Jる 互 で 2 と存っ た形慰及

び粒 達 渤 、 臣 召 な しているのを見て t茫1りの持っ 穴き存舜殺 を磁⑦る土の

て11濁 る。次ビ 用水怒力℃`旦綬的 12下らな レ1(l)も地 形 I'.こ匠 わ ざ 悲 て 自 痰 的流

陀 ・aどるたのてu あり、又莉 記緊免tがか くせ ‘んた衷牧射較的配 列 ―を Lて し1

なし・¥(})屯 又地勅⑪ 影 雹でIibiり、 莉 作墨 翌①租甜屯 窟ダ 状期ヒ：，．りう．打打iりに 再

う 佑 が 翠く 、 号1し‘̀．ttazの迎勅的伽！｛り ！コ注活 ，我衣 i 万•度4｛ 註しゥ；冥’吹りである
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甲mrJ)到合上虹会的社制 刀として(})雹わし芙 (J)Xl!lの 再崇 ほ培 的し て 茫

疵を捏 やる。

粕

御勅伎 IIl屈択‘期 lコ於て担、期勅ボすべ＇て の 地遅的要 素 1二室大 なる影

響 き及ぽし•て毘るヒ い ラ幸で勅る 。 しかして z 0)把祖の上に立 っm(})緊

虹紅 会柱も 匁も ＼｀ 経斉注氾 aで9か‘zの 叩靴 1-:.大きく支配せらオして円る；

（ 2.\ 翻莉伎 Ill~ 版皿 0) 緊尭 0) 克注 l；；先つ癖洲 の 労束茫荀 l：：茫辻し 、

いて威語(])用水の程団衷笞亙抽畝へと和リ、茄戊 ”げ は長＜八田屈激

と L て牧馬 a1 薩が あ り、平守臣代に至つて侶のて席語から囲•もボ寸、: di) 

ら北訳 田肥玄 /J)茫 水徳島遥 の 胴 でく Iこよって一垣完拓 が 定迫で j¥た。

（ 5) 御助使 Ill~沢直2 於ける緊怒の 4月布 1迂氾 玄緞 、浜我、 ー用 7k'. 粕． 送・ 詑及

び莉作畏楔等 I-2 よ って規症：さ北、 再点を中 I~ として校的、註 lし＼円 的 l2 配

痴

(1) 

つゞ‘

祖し てし＼ ろ 。

l4) 都莉伎 Ill商 択 虹 口於 ける緊芝 (J)Hり朕 ば、釜黒）1＼如 忌辰 の 緊怒 と果リ

大規粗 で＇后I碧佑JてH ある 3 之口木防、叙科本 ｀ 辿 面芍こ よ子 tm -(’‘外る e

凡 て の 荻 匁這幻届野 から 甲水路 を 引 き、 遠 漑甲 水 、叙料水とし

し、 瓶央・莉 IZ.於てぱ要 扉iの穴 早坂 口は令閻火を 學 売 する 桁習

しかし tz北 7fi.租 lコ 身 慈 の財 惣 や討 邪 I:?.迂

!K) 

て之を利 用

成 残 つ て邑る 。 で＇彫 響 して い

る

//;)扁択地芸るに＇屯か、オつらず港沼．甲ポ毘 0)岡 で くによ l)励＼ ・央前ヨ で‘水

祐崩伏即 1-Z くら¥‘て、

げ ）果 栴の 甜序頃、

田訂I~乍が行わ封て い る 百 は 、 柏だ器i 俄l を男ないも • /Jl でしあ I) 、 平兵、西地①

囲茄 の「史屯も人、 又 ．躾約的経 邑．が行.itJ ~ l てし＼声

宇歿 2(J)局灰 t阻(f)存杜を決 定 す 3里 大辱 islt" i.17.).る '3

従ら 12！曰笞を慰 寺して｀

莱 のる 寺なく、名IJ卓 的療柄敢‘茫 lご炉済を国涅 す べ き で OlIJ 、

(J)茄 吠 曲 l2宋のらオ＼る粒狂窟的 -(，し炉多 ヒ困ぅ u

同し喩歳炭期尺の利吉杞及 2束 す が‘如き 7K田 iじと

セ．の みが 2
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